
主寺と為i ら（　コベフ秋作奎り各められなかっ振，A"イ貝十・コハク獣量It力t ゜

約3 恬で･あっﾌﾞ≒　化のmmn つぃz Iよ目下肢討寸で･あ飢

第27回総会〕 食物学25

　　　A－48　　　　崇外郵吸虻Iff 線I- ^ b r-.んぱく櫨if の手ロシンのえ量

　　　　　　哉庫"I そチ刄^政　下村弘　o ^削栽了一　載浅記べd-　細±恵3-

　目的　雇ん(J・<. 質If （了5 ノ紅の良量I* ■ 憚-4 りア･- ノ脈-によ，て異な，てぃる。

ri i- ^. Ki . 牛常て繁雑r 時闇1 澪耳るもめ（ゐる．各了トノ蘇の支量丸n うt, , 冷ロ

シンのえ^IJ、塞外聊・J 吸収スA- 7 I-ル<＼-用いられ% Z 1: がμ・．t ≫■し, 収束の劇

え域で(J, 共存アミノ赦おj: μpH 1- iリ嘸艮I た成果を誹るz とp^了 5 r* ≪ヽ-,瓦。ｔ

こr，紫外部i≫A 収w 壕T>' ら財蔦にょし& ロシンの支-t?^､を碓i- I i ■;

iわヽた.

　方ぷJ;よμμ果　まず大剛h一良･こIて窄1 良可ること芦嘩卑r あるので, 0･!４ - 々

-fc･iソーrり同ようこt に[ だ. この時の純玲冷a ジン17 ， Jかや7･喇11 ^ ことヵ『

てりら・と乙う帥推なf>フミ・蘇. 持1-- ト･|プトフアン｀･央存冴ろと？は, 吸収スA-

7 トノレの>=■･- 7 ^ 頂莫(み, -Sl緩義價‘iIt -er-’れ＆こX. と知・を.　そこて■■ , 既知量<n 十ロジ

ンi I の零噪I' 黍加-t ねヒ黍na量K fk.してTil. i-i Ait や,こ£つべ･ 裳ff. にf*.　試料ﾚこ

芦.知量のナa･シンJ 黍祁し１レケロVン；I-リr’Vフアン＝10 ; ＼ Ukよ) 刺史し, 剛

気f£tヽら岑加ケロ■> ン-f 色1 rり1 II-,　．雨･やでツ- ロジンJf を工碓･こ求めらこ＼ r で?

-&・'■≪;お, ヤロシン"I 吸帆m .i嵐より斗ロジv量ε釘享t V オシ玄,t I -r , 外μ・屍a*乙

%A･μm. >i､をIf]いたp''-. mtが大i くt If 価if i≫vrぶjヽ■-た.　結鳶，吸収,防線のc - 7 を

it 7 V｀脚線,り底部K おいて棲線□1 いt , と--－ 7 ・Tl 莫1ヽら横軸に奮m. を下し, 棒線

t の匙屡．I,- It るf －7 の高7 をま｀めて軟算と屑'*， ａ・

目

い

の

出

物

で

　し

た

　A－49 貝瀬α)星味底分に関tり九‐特に有臓穀抑の汰割I' っヽバー
　　　　新潟大教育　o武　桓子　吉村洋子　大塚一止

的　旨昧発現の樹社知台目的r唯種食陥類のf味ベヤにいて試験を降臨11
ダ、SI和・旨昧に寄与すると考iりれり
め、キ秘､ｒは教権のs軸り式竹として爽験討卜た。
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